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事務長就任挨拶   

放送大学東京文京学習センター事務長 林 直道 

 

４月から、東京文京学習センターで、安瀬(前)事務長の後任として事務長を務めて

います 林 です。 

東京学友同窓会は、その会則において、「生涯学習の理想の実現を目指し（中略）

会員の親睦とともに放送大学の発展のため協力し、寄与する」という雄大な目的を掲

げておりまして、本学にとってはまさにパートナーのような存在で、非常に心強く思

っております。現に、研究成果発表会や学園祭などを主体的に開催していただいたり、

本学習センター主催の「卒様式・学位記授与式」や「入学者の集い」などにもご協力

いただいたりしており、この場をお借りして、会長や副会長を始めとする会員のみな

さまに感謝申し上げます。 

 

さて、昨年５月８日から新型コロナウイルス感染症の位置付けが「５類感染症」に変更され、行政が法律

に基づき要請や関与を行う仕組みから、個人の選択を尊重する対応に変わり、私たちの生活も大きく変わり

ました。本学習センターとしても、コロナ禍以前のことを踏まえつつも将来に向けていろいろなことを考え

て取り組んでいきますので、引き続きご協力くださいますようお願いします。 

 

ここで、私個人の話をさせていただきますと、国家公務員として最初に一橋大学に勤務した後、東京大学

などの大学や大学入試センターなどの機関に勤務し、昨年度末に定年退職して、この４月から本学習センタ

ーで働いています。この間、放送大学本部（幕張）でも２回働いており、最初は1994年度から総務課総務係

や広報係で３年間、そして２回目は2018年度から教務課長として２年間働きましたので、多少なりの馴染み

はありますが、学習センターは初めてですので、いろいろと勉強しながら職務を全うしたいと考えておりま

す。 

 

また、私は結構趣味が多く、

Ｊリーグや日本代表（サムライ

ブルー）のサッカー観戦やプロ

野球観戦、また、映画も昨年だ

と映画館で70本程度観ていま

すし、自宅でも映画やドラマ、

そしてアニメに至るまで幅広

く観ていて、１日24時間では足

りないような生活を送ってい

ます。 

加えて、こどものころから渓

流釣りが好きで、いまは足腰が

不安になってきて沢登りまで

はしていませんが、イワナやヤ

マメを求め、道志川や秋川や多摩川の上流など、近場の川や沢に入っており、キャンプなどを兼ねて３月の

解禁から９月末までで今年は６回釣り＆キャンプ＆温泉に行ってきました。川や沢で冷えた身体を温泉で温

めて、夜空を見ながら一杯やるのが至福のひとときです。 

 

最後になりましたが、本学習センターにおいてみなさんが充実した学生生活を送れるよう学習の機会を確

保するとともに、いろいろな支援をしていきたいと考えていますので、よろしくお願いします。 
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事務長就任のご挨拶 

東京渋谷学習センター事務長 岸 隆一 

 

2024年 4月 1日、東京渋谷学習センターに事務長として着任いたしました岸です。 

まず、このような機会を与えていただいたこと、感謝申し上げます。  

さて、私は、国立大学法人埼玉大学（東京の方はあまりご存じないかもしれません。）

から放送大学東京渋谷学習センターへ転職してきたのですが、埼玉大学勤務以前は、弁

護士事務所に勤務しながら司法試験受験に没頭していました。その頃は、放送大学草創

期の 40年近く前になりますが、当時司法試験受験生の憲法 学習定番であった放送大

学授業・故芦部信喜東大教授担当『国家と法Ⅰ 憲法』を（受講料を払いもせず）聞か

せていただいたこと（ラジオ）を思い出します。ただ残念ながら、今話題の朝ドラ「虎

に翼」の優三さんと同じく何度も試験に落ち疲れ切りました（論文試験を 5回も受けました！）。 

 その後、埼玉大学（当時、国立大学職員は国家公務員）に入職したのですが、それは、安定した職を求め

て司法試験を諦める最後の年に公務員試験を受け合格（司法試験の勉強で法律問題は全部解けた！）できた

からでした。ただ、合格後いろいろとお誘いがあった公務（厚生労働省、今は無き社会保険庁、検察事務官

とか）に魅力を感じずグタグタと時間が経過し公務員就職名簿が切れる直前、求人のあった埼玉大学に自宅

が近いといういい加減な理由で入職したのです。 
 

 それから 32年あまり、大学事務職員をよく続けたと思います。 

 32年間の大学職務内訳は、学内法規管理制定、学部・研究科等設置、研究協力（研究費要求・企業と協力）、

会計、国際交流、教務、入試等で大学職務のほぼ８割方を経験してきましたが、この中で一番長い職務は「教

務」で 10 年、次が「入試」で５年と学生関連の職務が職業生活の半分弱を占めます。（なお、2018 年 4 月

1日から 2022年 3月 31日までの４年間、埼玉学習センターへ出向し事務長も経験させていただきました。） 

 32年間の半分弱を教育分野の担当をしてきたことになりますので、大学教育（高等教育）行政については、

いろいろと知識を付けさせていただきました。 

この教育分野（教務・入試）での経験は、埼玉学習センター出向の際にも大変役にたち、放送大学での職

務に直ぐ慣れることができました。ただ、教育課程外の学生支援については経験がなく少々戸惑いましたが、

埼玉学習センターでは、毎月、サークル・同窓会の皆様と会合があり、現役学生・卒業生の皆様と活発に交

流させていただきながら学園祭等対応させていただきました。 

 

 さて現在の職務、東京渋谷学習センター着任後約 6か月が経過しましたが、埼玉大学時代と放送大学埼玉

学習センターでの経験が役に立ち支障をあまり感じていません。ただ、放送大学の DX 化はたった 2 年放送

大学から離れているだけでかなり進展していました。特に「ライブ Web授業」という新形態授業については

初心者で、安定した授業を実施できるよう環境を整備するための勉強をさせていただいております。 

 

 放送大学は、これからも様々に進化して行きます。できる限り学生の皆様と交流・情報交換し、学生の皆

様のご意見等を放送大学の施策へ反映させるとともに、学習センターで開設する「授業」・「学習相談」・

「講演会」等放送大学の様々な情報を提供して皆様の学習意欲に答えたいと考えております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 
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令和６（2024）年度 東京学友同窓会 定時総会報告 

 

日 時  ： 令和 6（2024）年 5 月 11 日（土） 13 時 00 分～13 時 45 分 

場 所  ： オンライン会議（ZOOM による） 

出席者数 ： 出席者数 18 名、 委任状数 275 名  合計 293 名 

※東京学友同窓会 会員数：827 名（令和 6 年 3 月 31 日現在）  

議 事 ： 

冒頭、宇田川 孝男会長より挨拶があり、引き続き、総会の議長に井川 水史氏を指名し、了承された。 

書記及び議事録署名人の指名として、井川議長より、書記及び議事録署名人の選出があり、了承された。 

総会成立の確認について、荒井事務局長より、会則第 7 条(総会は会員数の 10%で成立)により、本総会は成立

する旨の報告があった。 

議案№ 議案名 審議結果 備考 

第 1 号議案 東京学友同窓会の会則の改定について 承認 付則の一部を修正(「役員会」→「理事会」)した。 

第 2 号議案 2023 年度活動報告 承認  

第 3 号議案 2023 年度決算報告及び監査報告 承認  

第 4 号議案 2024 年度活動計画（案） 承認  

第 5 号議案 2024 年度予算（案）  承認  

第 6 号議案 2024 年度役員体制（案） 承認  

総会は、皆様のお陰で無事終了することができました。感謝申し上げます。 

この度、総会の返信ハガキにメッセージをいただき、誠にありがとうございました。心あたたまるお言葉や叱咤激

励と大変励みになりました。 

メッセージの多くに会報を楽しみにしているとあり、今の社会、会報等は SNS で送るのが主流の中、本同窓会で

は冊子としてお送りするよう努めています。しかしながら、昨今の郵送料の値上げは大きなダメージで、編集する人

手不足も加わり大変厳しい状況にあります。そこはなんとか自助努力で頑張っていきたいと思っているところです。 

他にも、会費の複数年での納入の検討、資料の文字の大きさ、役員から理事への名称変更などの会則改定につ

いて、ご意見をいただきました。同窓会として現在抱えている問題は理事不足であり、同窓会活動の多種多様性と

多くの職務をいかに少人数で負担なく行っていくか、ボランティア活動にも限界がある中で、新たな理事職と会員の

皆様と共に歩んでいきたいと考えております。何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 （宇田川 孝男）                      

多くのメッセージから一部のご紹介となり大変申し訳ございません。ご了承のほどお願い申し上げます。 

  

ご多忙のところ役員の皆様にはお世話になり、有難う存じます。感謝申し上げます。      田中 敏子さん

 

私は一期生です。また、現在は看護の通信制の基礎看護学に携わっております。後輩の准看護師がお世話

になっており、放送大学とのご縁は切れません。                            福沢 節子さん 

 

同窓会の皆様、2024 年度もよろしくお願い申し上げます。会報、通信共にありがたく拝読。  中井 雅子さん 

 

社会人として楽しみながら学習し卒業させていただきました。矜持を持って更に社会を学んで行きたいと思い

ます。 ありがとうございました。学友同窓会の益々のご発展をお祈りいたします。         松代 恵さん 

 

役員の皆様感謝申し上げます。ありがとうございます。                       宇賀村 文子さん 
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=新理事紹介=   
 

鴻池 正志 

余暇の有効活用として東京マラソン、東京オリ・パラ等のスポーツイベントのボランティア活動をし

ていましたが、体力、気力等の低下が感じるように、何か他の事をと思い、放送大学に再入学しました。

令和 5年 3月に卒業し、同窓会の存在を身近に感じて、この度、理事になりました。今までの社会経験

を活かし、担当職務を処理し、更に後継者の育成に心掛け、同窓会に寄与したいと思っております。 

 

 

多羅尾 文子 

別名、自他共に認める「平成生まれ、昭和育ち」です。 

今回、偶然、同窓会の方にお声がけ頂き、未熟者ですが、参加させて頂くことになりました。放送大

学の良さ、学べる嬉しさを、幅広くお伝え、共有していけたら良いのかな、と思います。多様化社会で

放送大学は、必要で大事な場所だと感じております。まだまだ未熟者ですが、ご指導ご鞭撻の程、よろ

しくお願い致します。 

 
 
大塚 宏 

ウォーキングを楽しんでいることが、同窓会の関係者に知られるところとなり、お誘いを受け、行事

担当として理事をお受けすることになりました。ウォーキングは近所の人たち１０人程度で丘陵歩きや

街歩きをしている程度で、どの程度お役に立てるか心もとなく思っております。放送大学での私の経歴

は、2001年に入学し４つのコースを卒業し、現在は心理と教育を履修中です。でもボケが進み単位がな

かなか取れません。 

 

 

大野 セイ子 

 「学ぶ喜び・知る楽しさ」を満喫した 4 年間だった。2021 年最後のテスト投函後、疲労困憊で入院。

コロナ禍卒業式はテレビで放映、代表者のみ参加。ベッドの上で涙の卒業式。翌年 4年間でただ一人の

友人から武道館の卒業式に招待され感動した。 

今年 3月チャレンジコミュニティ大学終了した。（港区・明治学院大学提携 1年間）そんな折、放送大

学の理事依頼を受けた。微力ながらご協力させていただきます。 
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研究成果発表会開催報告 

 

“研究成果発表会 2024” 
 

東京文京学習センター、東京渋谷学習センター及び東京学友同窓会の共催により、令和６年８月４日(日曜

日)に、“研究成果発表会 2024”を東京文京学習センター多目的講義室１で開催いたしました。この発表会

は、広く多くの学生あるいは卒業生並びに修了生及び同窓会員の皆様に、研究成果の共有と学びを深め、こ

れから卒業研究や修士論文に取り組む学生への一助と生涯学習の向上を目的に、昨年度に引き続き開催され

たものです。 

当日は、東京文京学習センター所長の熊野先生から開会のご挨拶をいただき、東京学友同窓会の宇田川会

長の司会のもとに発表会は進められました。 

 また、東京文京学習センター客員教員の小田部先生、小又先生、森先生に出席いただき、講評等を述べて

いただきました。 

 参加者は、東京文京学習センターをはじめ、東京渋谷学習センター、東京足立学習センター、東京多摩学

習センター、千葉学習センターの学生の他、卒業生など 34名の方々にご参加いただきました。 

 

   

 

 

 

アンケート結果からも良い結果を得、一部見直す点もありましたが、大変有意義な研究成果発表会でありました。 

発表者並びに参加者の皆様、東京文京学習センター、東京渋谷学習センターの皆様には厚く御礼申し上げます。 

  

とても良かった, 16人良かった, 15人

あまり良くなかった, 1人

良くなかった, 0人

発表会について n＝32
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今回、発表された方々は、令和５年度に卒論または修論を提出した方からご応募いただいた以下の４名の皆様

です。 

 発表者 研究テーマ 

神澤  透 
東京

文京 
情報コース 【卒業論文】翻訳ストラテジーについて 

渡辺 誠 
東京

文京 
人文学プログラム 

【修士論文】サルモネラ菌食中毒の防疫指針における日米

間の発想の違いについて 

鈴木 和子 
東京

文京 
人文学プログラム 

【修士論文】"CALLED BACK―エミリ・ディキンスンの隠遁を

めぐって、残した言葉を探る―" 

近藤  弘 
東京

文京 
社会経営科学プログラム 

【修士論文】移行過程モデルであるヒックス・モデルとレーヴ

ェ・モデルの最適化問題としての統合的定式化 

 

    神澤 透さん 

  渡辺 誠さん 

  鈴木 和子さん 

  近藤 弘さん 
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学園祭 ＝茗荷祭 2024＝ 報告 

学園祭が 9 月 28 日（土）と 29 日（日）に東京文京学習センターで開催されました。東京学友同窓会では

『憩いサロン・バザー』と『講演会』を催し、二日間ともに来場者も多く大変盛況でした。ご来場いただい

た方には厚く御礼申し上げます。 
 

憩いサロン・バザー 
 憩いサロンではカフェとしてお茶とお菓子を提供し、在学生や同窓生、一般の方々との交流を深めました。

テーブルを囲み、放送大学での学びのことや世間話、様々な情報交換も活発に行われ、また、入会パンフレ

ットと秋と新春の行事のパンフレットを配布して、同窓会の PR 活動も行いました。なお、憩いサロンでは

アンケートの記載をお願いし、35 人（内訳：学生・卒業生 29 人、一般 6 人）から提出いただきました。 

   

 

バザーコーナーでは、同窓会の役員の皆様より、多くの雑貨や書籍、絵画などを提供いただき、売れ行き

は好調で品薄状態となり嬉しい悲鳴となりました。バザーの売上は 28 日（土）が売上品数 73 個、売上金 
7,790 円。29 日（日）が売上品数 71 個、売上金 13,330 円。二日間の合計の売上品数は 144 品、売上金は

21,120 円でした。売上金は全額同窓会に寄付させていただきました。お買い上げありがとうございました。 
 

講演会 
学園祭二日目の 9 月 29 日（日）午前に講演会を行いました。 

第一部は行政書士放送大学学友同窓会会長で東京都行政書士会の鈴木 俊行理事より「終活法務と行政書

士」の講演をいただき、引き続き、第二部では東京学友同窓会の宇田川会長より「医療制度の小さな雑

学」の講演を行いました。 

 

  

30代

9% 40代

9%

50代

18%
60代

23%

70代

26%

80代

15%

憩いサロン年代別参加者

なんとなく, 10

コミュニケーション, 13

興味があった, 9

仲間づくり, 3

雑談, 7

お茶飲み, 3

休憩, 5

憩いサロン利用理由（複数回答）



放送大学東京学友同窓会会報 第 53 号                     2024 年（令和 6 年） 11 月 1 日発行 

                       - 9 - 

 

  
講演会には 25 名（アンケート回収数）の参加があり、幅広い世代から東京文京学習センター以外の所属

の方にもご参加いただきました。 

   
アンケートの感想から 
【終活法務と行政書士】行政書士という職業について良く知りませんでしたが、本日の話を聞いて身近な問

題について相談できることがわかりました。自分のこまりごとを相談したくなりました。 
【医療制度の小さな雑学】さまざまな医療制度についてとても勉強になりました。雑学ではなく、かなり専

門性もあったと思いました。もっと時間的にゆっくりとおききできれば良かったと思いました。 
以上 

 

 

放送大学へ入学・再入学しませんか！  

生涯学生！人生のチャレンジです。 

生涯学習の継続的な取り組み、まだまだ知らない世界や学問を 

追求するのも楽しいです。 

    放送大学チャレンジ募金（放送大学創立 40 周年記念募金） 

ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。  

 

詳しくは、放送大学ホームページ https://houdai40th.ouj.ac.jp/ をご覧ください。 

 

  

20代

8%
30代

8%

40代

20%

50代

8%

60代

16%

70代

32%

80代

8%

講演会年代別参加者

文京, 13

渋谷, 6

足立, 1

千葉, 1

神奈川, 1 一般, 3

講演会参加者所属SC

 

https://houdai40th.ouj.ac.jp/
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日   時 ： 2024 年 11 月 23 日（土/祝）    

   午前 10 時 （集合時間） 

集合場所 ： 新宿駅 小田急線 地上階改札口 

費   用 ： 長谷川町子記念館入館料 ９００円 

         但し 65 歳以上 800 円、 

学生 500 円 

申込〆切 ： 2024 年 11 月 15 日 

申込方法 ： 以下の実行委員に参加の旨をご連

絡ください。または同窓会メール

アドレスに氏名、住所、電話番号を

記載してお送りください。 

  

秋の行事 「豪徳寺・松陰神社・長谷川町子美術館巡り」 

 

日   時 ： 2025 年 2 月 11 日（土／祝） 午前 10 時集合 

集合場所 ： 山の手線 駒込駅（六義園方面出口） 

参加費用 ： 3,500 円（新年会お食事代） 

申込〆切 ： 2025 年 1 月 25 日  

申込方法 ： 以下の実行委員にご連絡いただくか、同窓会メールアドレスに氏名、住所、電

話番号を記載して送信していただき、参加費を振込先口座にお振込みいた

だきます。 

振込みをもって参加申込みとなります。 

 爽やかな秋を迎え、幕末の幕府の中枢にいた 大老 井伊直弼ゆかりの「豪徳寺」と明治新政

府建設の人材を輩出した「松下村塾」で有名な吉田松陰ゆかりの「松陰神社」を訪ねます。豪徳

寺は「招き猫」の発祥の地でもあります。その後、サザエさんの作家である長谷川町子の「記念

館と美術館」を訪ねます。 多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 
 
 

2025 年 新春の行事 「六義園」の散策と東洋文庫「オリエントカフェ」にて新年会 

 

★申込先 

実行委員 ： 諏訪陽子 （携帯）090-3476-0645 （固定電話）044-987-6444 

                   （メールアドレス）yohkosuwa@nifty.com 

実行委員 ： 大野和子 （携帯）080-5521-5388 

東京学友同窓会メールアドレス ： ouj.tokyo.dosokai@gmail.com 

振込先口座 ： ゆうちょ銀行 普通預金 店名・○一八 店番・０１８ 

              口座番号 ５６９５４４４ 口座名 放送大学東京学友同窓会 

 
 

    

mailto:yohkosuwa@nifty.com
mailto:ouj.tokyo.dosokai@gmail.com
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北里柴三郎記念博物館訪問記  
                                   (国立印刷局ホームページより)  
 
新 1,000円札として話題になっている北里柴三郎博士。そこで、北里柴三郎博士の功績などについて、ご

紹介したく、東京都港区白金にある北里大学白金キャンパスの北里柴三郎記念博物館を訪問してきました。 

今回は特別に北里柴三郎記念博物館の医学博士である森さんと学芸員の深澤さんにご説明いただきまし

た。ありがとうございました。 

北里柴三郎博士は、医学はもちろん、感染症学や公衆衛生学、化学、解剖学、さらには栄養学（入院時の

療養食）等に及ぶ幅広い学びと研究の結果が偉大な功績につながったのだとの説明がありました。館内に現

物として展示されていた物は、当時、実際に使われていた教科書、実験器具、生活用品などです。なかには、

ＢＣＧの初期のものまで置いてあり、現代との深いつながりを感じました。展示物には、1913（大正 2）年

に作られた「結核退治絵解」というものがありました。当時、不治の病として恐れられていた結核の予防・

治療を啓発する目的で作られたそうです。色付きの絵と短い文字で分かりやすく日常生活の心得・実践を説

いた画で、理解が深まります。この画はクリアファイルとして館内で販売しています。北里柴三郎博士は語

学が堪能で、オランダ語をマスターし、ドイツ語もわかるという素晴らしい才能の持ち主でもありました。

研究の中で、抗体や血清、今につながるワクチンへの礎も極めていて、まさに世界的に活躍する姿が見て取

れます。また、福沢諭吉や野口英世との深い関係、新一万円札の渋沢栄一と新五千円札の津田梅子との関係

もよくわかりました。 

引き続き、北里柴三郎記念博物館内に新設された展示室２において、2015年にノーベル生理学医学賞を受

賞された北里大学特別栄誉教授・大村智博士の特別コーナーを見学しました。 

今回、大変有意義な学びを得ることができ、皆様もぜひ見学に行かれることをお勧めいたします。 

                                           （多羅尾 文子） 

 

      
 

 

北里柴三郎記念博物館  

東京都港区白金五丁目 9番 1号 北里大学白金キャンパス内 

＜アクセス> 渋谷駅、恵比寿駅からバス「田町行き」、北里研究所前下車 

             田町駅からバス「渋谷行き」、北里研究所前下車 

＜入場料＞ 無料 

ホームページをご覧ください。 

https://www.kitasato.ac.jp/jp/kinen-shitsu/index.html 

 

        

https://www.kitasato.ac.jp/jp/kinen-shitsu/index.html
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同窓会だより  会員の皆様からのご意見をメールか郵便でお気軽にお寄せください。 

 

■新入会員ご紹介  2024年 3月～2024年 8月入会者 （敬称略） 
 

飯田 美絵 渥美 英子 橋本 久子 中嶋 妙子 大串 留美 
石塚 真理子 関口 純子 安井 義弘 若林 保明 鮫島 正弘 
鮫島 美恵子 松原 聡 佐々木 典子 杉本 和久 牧田 直隆 
松本 真紀 大坪 千夏子 大久保 学 石原 日出一 木下 敏美 
寺嶋 幸子 池田 光枝 石井 千春   
ご入会有難うございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

“2024 年度の年会費未納の方へのお願い！” 

会報発送時に「払込取扱票」を同封しています。ゆうちょ銀行から「払込取扱票」を用いてお振込みを

お願い致します。または、他金融機関からお振込みをされる場合は、銀行名：ゆうちょ銀行振替口座 

口座名：放送大学東京学友同窓会、店名：〇一九店、店番：019 当座預金、口座番号：0673725 宛に 

お願い致します。（行き違いですでにお振込みいただいている場合はご容赦ください） 
 
同窓会活動は皆様の会費で成り立っています。是非ともご協力のほどお願い申し上げます。 

 

■会報送付時の封筒に書かれた 4桁の数字は、年会費のお振込みをいただいた最終年度を表しています。 

 

 会員の皆様！ 私達と一緒に活動しませんか！ 

当同窓会は放送大学東京文京学習センター内にあり、理事（旧役員）には在学生の方、主婦の方、退職

された方など、幅広い世代の方がおられます。会報発行、名所めぐり等の行事の企画・運営、研究成果発

表会の開催、ホームページ管理、事務局など、さまざまな活動を行っており、楽しく交流しています。 

このような活動が未経験の方も歓迎いたします。 

なお、ボランティア活動のため、申し訳ございませんが、交通費のみのお支払いとなります。また、ご

自分の都合に合わせてお手持ちのパソコンで、ご自宅で活動いただくことも可能です。 

社会的な関わりのある大学同窓会活動、ご興味がございましたら、メールか電話で、いつでもお気軽に

お問い合わせください。お待ちしております。 

【メール】ouj.tokyo.dosokai@gmail.com  【電話】03-3942-1559（田中 宛） 
 

 『編集後記』 

 秋の訪れである 9月、真夏を感じる猛暑日が続き、そのため、本格的に秋を迎える頃の楽しみが一段と高

まりました。なかでも “食欲の秋”そして個人的には“スポーツの秋”いずれも楽しみたいと思っています。

また、会報も四季を楽しめるようなページ作りができればと考えています。 
 

発行：放送大学東京学友同窓会     〒112-0012  東京都文京区大塚 3－29―1   

編集：会報委員会           放送大学東京文京学習センター事務室気付 
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